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** 2009年08月07日改訂 （第 3版）  医療機器承認番号 20800BZZ00202000
* 2005年12月21日改訂  機械器具 51 医療用嘴管及び体液誘導管 
   管理医療機器 胸部排液用チューブ 11308102 
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【形状・構造及び原理等】 
本品は、穿刺針及び延長チューブの組み合わせによりなる。チェックバル

ブ付延長チューブのチェックバルブ内には 2 つの弁があり、吸引物が逆
流しない構造となっている。チェックバルブのメス側にシリンジを接続して

簡単に吸引排出が行える。 
 
＜構造図（代表図）＞ 
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プロテクター

 穿刺針－Ｓ１ ：  1回の操作用

 穿刺針－YS　：持続吸引用

 （チェックバルブ付延長チューブ－H1：1回の操作用）

 吸引排出操作用延長チューブ

カテーテル  　サイドホール：4個 　

カテーテル  サイドホール：2個

プロテクター

・カテーテル：ポリエチレン製（造影剤入り） 
 内針：ステンレス製 
・本品の延長チューブは、ポリ塩化ビニル （可塑剤：フタル酸ジ （2-エチル
ヘキシル））を使用している。 
・セット内容、サイズ等については、包装表示で確認すること。 
・構成部品は補充品として単品でも販売する。部品名、サイズについては

包装表示で確認すること。 
 
＜構成品＞ 

構成品 一般的名称 JMDNコード 
吸引排出操作用 
延長チューブ 
（チェックバルブ付 
延長チューブ－Ｈ１） 

輸液用延長チューブ 12170001 

 

 

 

【使用目的、効能又は効果】 

本品は、胸部分泌物の除去のために用いる。 

【品目仕様等】 

・内針の接合強度： 
引抜強さは以下のとおり。 

針管公称外径（mm) 最小引抜強さ（Ｎ） 
0.8以上 0.9未満 44 
0.9以上 1.1未満 54 

1.1以上 69 
・シリンジの耐圧性： 
以下の水圧を加えたとき漏れない。 

最大目盛量（mL） 圧力（kPa） 
3以上 10未満 343 
10以上 20未満 294 

 
【操作方法又は使用方法等】 
本品は、手技に精通した医師の管理下で使用すること。 
1) 刺入点を決定し、マーキングを行う。 
2) 皮膚面を広範囲に消毒し、局所麻酔を施した後、刺入点に小切開を加
える。 

3) 穿刺針のプロテクターをはずす。 
4)  肋間より皮膚に対して斜めに穿刺し、静かにシリンジを吸引することに
より先端が胸腔内にあることを確認する。持続的吸引を行う場合、確認

後カテーテルのみを目的の深さまで挿入する。 
5) カテーテルを保持しながら内針を静かに抜去する。内針を抜去すると   

同時に活栓を閉じる。    
6) 1回の操作でドレナージを行う場合、チェックバルブ付延長チューブ－
Ｈ１、または、市販の延長チューブを介して吸引操作を行う。 

7) 持続吸引を行う場合は、カテーテルを縫合固定し、低圧持続吸引器に
接続する。 

8) カテーテルの挿入・留置位置を胸部Ｘ線写真（正面・側面）で確認する。
 
＜使用方法に関連する使用上の注意＞ 
・あらかじめカテーテルの太さや長さの確認を行うこと。 
・穿刺針の内針とカテーテルが正しくセットされていることを確認すること。 
・ シリンジは取り外し可能となっているので、穿刺針とシリンジをしっかりとセ

ットすること。 
・ 穿刺針、チェックバルブ付延長チューブを使用する際は、あらかじめ活

栓の方向や吸引排出の操作手順を確認のうえ、使用すること。接続は緩

みがないように確実に行うこと。三方活栓はコックの位置が、閉塞した流

路となる。 
・カテーテルの固定は確実に行うこと。 
［固定が不十分だと逸脱する恐れがある。］ 
・カテーテルを直接糸固定する場合、過度にきつく締め付けないこと。 
 ［糸の締め付けでカテーテルが破断する恐れがある。］ 
 
・操作中に異常を感じた場合、速やかに使用を中止し、適切な処置を施す

こと。 
・排液の状態に注意すること。接続のはずれ、活栓の方向、カテーテルや

延長チューブの折れ・内面のつまりに注意すること。異常を認めた場合、

直ちに適切な処置を施すこと。 
 

【警 告】 

＜使用方法＞ 
・穿刺する際は、針先の位置に注意しながら穿刺し、刃先が胸腔内にあ

ることを確認すること。 [刃先で肺を損傷する恐れがある。] 

【禁忌・禁止】 

・再使用禁止 
＜使用方法＞ 
・チェックバルブ付延長チューブは、持続吸引に使用しないこと。 

また血液や粘性の高い液の排出に使用しないこと。 

[チェックバルブ付延長チューブは、1 回の操作用であり、漿液性の液

の排出用である。血液や粘性の高い液の排出に使用するとチェックバ

ルブ内が閉塞し、排出できなくなる恐れがある。] 
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【使用上の注意】 
 

＜重要な基本的注意＞ 
 ・包装が破損、汚損している場合や、製品に異常が認められる場合は使
用しないこと。 
・使用直前に開封して使用すること。 

 

＜有害事象＞ 
・手技に伴い、一般的に以下のような合併症が発生する恐れがある。以下

のような合併症が現れた場合には、症状に応じて適切な処置を施すこと。 

  気胸、肺水腫、出血、皮下気腫、感染、胸膜外挿入、咳、疼痛、ショック 
＜その他の注意＞ 
・使用後は感染防止に配慮して安全な方法で処分すること。 
・本品はエチレンオキサイドガス滅菌済み。 

 
【貯蔵・保管方法及び使用期間等】 
＜貯蔵・保管方法＞ 
 ・水ぬれ、直射日光、高温多湿を避け保管すること。 
 

＜有効期間・使用の期限＞ 
 ・箱に記載している使用期限を参照のこと。（自己認証による） 
 
【包 装】 

5セット／1箱 

補充部品 

穿刺針 -S1                   5本／1箱 

穿刺針 -YS                         5本／1箱 

チェックバルブ付延長チューブ-H1      5本／1箱 

 
  

 【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称及び住所等】 
＜製造販売業者＞ 
株式会社八光 
長野県千曲市大字磯部 1490 
TEL 026-275-0121 

 
＜製造業者＞ 

   株式会社八光 
 
販売窓口： 東京都文京区本郷三丁目 42-6 

TEL 03-5804-8500 
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